
可
般
小
混
血
廿
=
一
十

可
観
小
説
春
三
十

一
、
肥
前
山崎
訟
似
の
凶
餓

御
崎
削
宇
野
七
丞
弟
耐
削
岩
に
て
、
肥
前
関
庇
津
似
主
土
列
大
炊
孤
般

に
仕
、
卜

"凶
支
孝
と
巾
候
。
去
秋
以
来
凶
慌
の
様
子
、
首
都
七
丞
迄

差
越
候
也
般
の
お
如
左
。

変
許
去
秋
山
幽
入
皆
川
聞
に
て
、
秋
以
よ
り
米
は
元
よ
り
の
儀
、
姿
-大

小
豆
共
外
何
陀
よ
ら
A
Y
給
物
の
矧
殊
の
外
向
芭
陀
罷
成
、
米
も
去
本

は
一
石
七
十
回
依
陀
て
候
所
、
前
廿
陀
成
次
第
に
孔
附
〈
則
市
成
、
州
知
節
は

石
百
四
十
一
匁
陀
成
候
。
大
豆
杯
も
石
七
十
回
徐
に
て
、
共
外
給
物

相
削
十
忠
明
倍
に
混
成
候
。
依
之
餓
死
人
御
鹿
候
。
大
安
一
依
三
斗
三
引

入
二
十
六
七
必
仕
候
。
粉
糠
一
到
十
八
九
文
仕
候
。

中
山
の
趣
に
付
惣
恨
の
給
物
向
車
k
m開
成
候
。
西
岡
一
統
に
併
銅
、

胞
津
七
高
石
の
m
M
知
例
年
拾
四
五
前
俵
約
り
候
属
医
、
漸
三
千
俵
た

ら
で
は
約
不
巾
候
。
此
三
千
依
は
七
高
石
の
極
米
に
成
候
故
、
籾
の

僚
に

τ指
也
候
。
中

h
k

一
位
米
三
千
伎
に
て
は
行
届
申
事
K
て
無
之
候

得
共
、
首
年
米
の
才
覚
も
調
不
申
候
。

西
国
一
統
の
大
飢
餓
。
依
之
去
各
以
来
大
分
の
餓
死
、
日
々
夜
々
に

供

与

五
六
六

胸
を
痛
め
し
め
申
迄
陀
て
兎
角
経
6

官
需
-
候
。
前
々
飢
餓
と
巾
酬
は

承
及
候
へ
ど
も
、
正
慌
の
飢
餓
に
出
合
巾
倣
は
此
初
て
、
散
々
山
郷
俄

千
高
成
依
難
ν
縦
一
-
筆
紙
"候
。
移
敷
餓
死
、
先
近
閣
に
て
筑
前
例
分
に

て
は
、
去
各
よ
り
此
問
迄
十
三
四
商
人
民
及
候
。
佐
賀
松
平
丹
後
守

獄
御
町
四
分
花
て
九
常
的
人
品
跡
、
共
外
千
戸
・
大
村
・
小品川
・
柳
川・

崎
沖

に

τも
、
五
千
・七
千
或
は
一
一
角
人
布
之
候
。
陪
津
町
別
に
て
今
日
迄
五

千
般
人
数
餓
死
候
。
惣
憾
の
俄
も
此
餓
死
人
民
て
仰
北
五
可
被
成

候
。
前
代
未
聞
の
山
闘
に
て
能
川
畑
・火
付
・土
械
の
尻
を
切
、
肌
山
夜
を
不

分
騒
数
、
夜
の
目
も
と
〈
と
臥
不
申
致
川
心
候
。
袋
町冗
披
下
町
屋
付

火
仕
候
。
お
月
四
日
の
夜
も
大
名
町
と
中
所
、
二
十
抑
制
俗
致
焼
失
供
。

依
之
助
米
も
被
指
山
候
得
共
、
中
A

七
高
石
の
領
分
に
五
千
依
川
候

て
は
、
行
居
中
事
に
て
無
之
候
。
従
御
公
mm
廻
米
三
官
尚
依
民
被
巾
候

符
共
、
家
中
へ
給
り
候
故
、
扶
持
さ
へ
も
不
足
仕
事
陀
候
得
へ
ば
、

助
米
の
所
迄
行
局
不
申
候
。

百
姓
共
今
日
の
給
物
無
之
に
付
、
旧
作
に
取
懸
り
申
都
且
て
成
不

申
、
此
俄
第
一
応
策
議
絶
言
語
候
6

七
前
石
の
釧
分
三
之
一
も
閃

植
付
可
申
干
、
給
物
館
…
之
候
へ
ば
聞
を
耕
し
申
事
不
成
仕
合
。
営
秋

t
，作
迄
に
て
付
不
申
候
。
比
日
私
共
初
家
中

一
統
餓
死
不
申
候
も
、

明
4
餓
死
仕
に
て
可
有
之
候
。
世
年
も
三
高
侠
御
廻
米
民
て
、
六
月

迄
の
扶
持
米
有
之
候
へ
ど
も
、
夫
よ
り
先
々
の
扶
持
米
一
紋
も
川
県
之

事
に
候
へ
ば
、
取
抑
制
如
何
可
致
や
と
、
今
日
よ
り
と
や
せ
ん
か
〈
や

と
心
を
焔
申
候
。
例
年
十
四
・五
悶
依
も
納
り
巾
所
陀
、
坊
損
に
て
=
一

向
依
の
仰
廻
米
と
、
七
千
附
の
界
伯
金
陀
て
、
江
戸
・大
阪
・閤
本
の

附
に
候
へ
ば
、
跡
へ
も
先
へ
も
行
ぬ
筈
陀
御
座
候
。

此
川
従
公
俄
被
仰
付
候
は
、
西
岡
へ
の
御
廻
米
被
仰
付
候
庖
御
米
切

候
。
依
之
山
崎
枠
城
付
の
御
川
米
一
一
向
五
千
依
、川河
六
月
切
陀
大
坂
へ

指
山川
候
械
に
、

旦
那
般
に
も
十
方
に
本
ら

れ
、
家
中
も
艇
を
む
か
し
巾
迄
に
て
、
散
々
無
是
非
枇
閉
十
旦
拙
仰
に

て
削
に
て
候
。
若
々
放
俄
可
申
械
も
知
御
座
候
。
一
高
五
千
依
の
米

此
問
江
戸
よ
り
申
来
。

一
料
も
心
叫
蜘
…
御
邸
候
。
去
年
一
一
角
五
千
依
封
脳
へ
被
相
波
、
叉
此

皮
一
前
五
千
依
被
指
川
候
へ
ば
可
成
制
抑
制
批
…
之
候
。
兎
角
此
上
は
天
巡

次
第
、
必
死
の
山
切
に
E
仰
鹿
候
。
何
も
打
容
、
是
は
如
何
成
事
故
と

巾
迄
陀
て
今
日
を
迭
り
、
先
の
手
一
刷
見
え
不
申
候
。

此
節
給
総
成
物
は
川
に
立
不
申
候
故
陀
巾
上
候
。
此
ロ
聞
に
て
賄
事
例

推
話
可
被
成
、
随
分
結
榔
成
仕
立
の
具
口
北
京
拾
目
位
、
銀
婚
の
鈴
一

筋
二
処
位
、
純
干
・飛
紗
綾
・
給
制
・
女
向
の
小
袖
三
つ
物
に
て
、
九

可
翻
小
説
経
三

十

必
・十
匁
依
民
御
座
候
。

去
出
作
よ
り
誰
巾
と
も
無
之
、

今
明

4
の
内
凶
閣
の
人
六
沙
に
成
候

と
、
ど
と
と
も
な
〈
巾
な
ら
し
候
に
付
、
何
を
申
事
や
ら
ん
と
巾
候

施
、閉
山
し
て
此
節
か
桜
花
餓
人
数
前
人
民
罷
成
候
。
此
末
何
税
に
成

可
申
も
難
訓
候
。
去
h
k

年
よ
り
ル
T
M
均
多

t
M凡
、
犬
蝉
疹
を
い
た
し
多

t
死
候
。
か
様
の
m
m
先
表
陀
て
も
御
座
候
。
以
上
。

一一月
十
三
日

三
月
じ

n到
緋

I'U 

玄

司f

一
、
政
官
官
雑
慌
の
中
智
遠
の
俄
虫
鳩
山
卦
来
猷

政
夜
雑
話
の
中、

老
夫
書
迷
の
雌
々

、
別
紙
に
被
申
付
随
、
勝
太
夫
出
血

の
御
心
付
い
づ
れ
も
仰
小
ん
に
候
。
可
制
市
御
心
得
可
給
候
。
共
中
又
舷

宥
の
趣
、
御
紙
面
に
瞥
加
進
候
。
右
の
明
白
一
見
竪
巾
衆
へ
仰
凡
せ
候

由
品
ん
に
候
。
兎
角
此
智
は
世
人
の
鏡
花
、
態
と
か
な
絡
に
捌
巾
柑
舶
に

候
得
共
、
世
に
も
股
〈
仰
申
立
m
刊
に
て
候
。
去
北
ハ
刊
行
を
い
づ
れ
も

す
L
め
候
得
共
、
上
様
へ
も
逃
献
仕
事
K
候
へ
ば
、
刊
行
い
た
し
候

は
ピ
同
組
不
申
候
て
は
如
何
と
俗
候
。
共
上
髄
点
数
刊
行
候
て
、
肢
に

は
や
り
候
近
来
か
な
告
の
物
な
み
に
、
世
人
意
胡
伺
候
も
虻
山
本
立
候
。

是
は
先
指
止
可
申
候
。
只
由
比
氏
な
ど
の
椋
陀
感
心
あ
る
設
へ
需

見
、
叉
は
僻
お
も
さ
せ
巾
が
よ

t
候
。
共
内
暫
坊
の
者
の
乎
へ
波
り

五
六
七




